
最近の交通事故例と
継続した安全技術評価の必要性

東京都市大学 理工学部 教授

槇 徹雄

資料４－６



https://news.yahoo.co.jp/articles/c6d8b456434a128c25ac4ba43f661722c2113e4f/images/000
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20210911001624.html

９月初旬の事故；タクシー６人死傷事故
運転手は「くも膜下出血」

事故の直前まで、
運転手は正常に認知、判断、運転できているのか？
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～意識障害事故 剖検例1 (参考文献参照)～

エアバッグによる顔面打撲に基づく
頭蓋内損傷

傷害状況 事故状況

死因

剖検個人データのため、配布資料では削除
しております。当日、多少マスキングした
写真などを使用して、ご説明いたします。



上体角度

前後[deg] 20

左右[deg] 右20

捻転[deg] 左20

シートポジション ニュートラル

解析結果 ～剖検例1～ (参考文献参照)

推測される挙動 推測される初期姿勢

挙動解析結果



新技術で意識消失を認識可能

交通事故時に既に意識消失*している場合がある
（*死亡を含む）

事故再現で事故直前の乗員姿勢の明確化が可能
（インナーセンシングなどにより
ドライバーの状態を検知可能となる）



ホンダ
レジェンドEX
7,249,000円

https://www.honda.co.jp/hondasensing-elite/system/index.html

同一グレードで
レベル３対応の価格
11,000,000円

自動運転車レベル３の価格
（一部の自動車専用道路のみ）



ベースグレードの
ホンダセンシング運転支援
システム
7,249,000円



ライダーセンサー ５台
レーダーセンサー ５台
フロントカメラ ２台
ソナーセンサー １２台

レベル３に必要な多数のセンサーが価格差

室内側の乗員状態把握カメラ



blob:https://www.honda.co.jp/d4317b84-282c-4b50-a93f-20340a6661f6

運転者の状態による自動停止（ビデオ）

下記URLのビデオで確認できます。



一部の高速道路では
ドラーバーの状況を判断して
路側帯に停車できる

意識消失した場合に、路側帯に停止可能



正常な運転ができていない同様な事故例

持病として「てんかん」
・祇園事故
大人 ７名死亡

・栃木鹿沼 クレーン車事故
児童 ６名死亡

居眠り
・関越自動車 バス事故
大人 ７名死亡

飲酒
・八街 トラック事故
児童 ５名

https://www.jiji.com/jc/d4?p=kca223&d=d4_soc
https://www.jiji.com/jc/d4?p=kba429&d=d4_acs
https://www.chibanippo.co.jp/news/national/806892

https://www.jiji.com/jc/d4?p=trf412&d=d4_soc#photo3
https://www.jiji.com/jc/d4?p=kca223&d=d4_soc#photo2
https://www.jiji.com/jc/d4?p=kba429&d=d4_acs#photo3
https://www.jiji.com/jc/d4?p=kca223&d=d4_soc


まとめ
• 医工連携により交通事故発生メカニズムが徐々に

明確化されている

• 例えば、交通事故で死亡していた運転手は

脳や心臓の疾患により事故直前に意識消失していた

可能性が疑われる

• 自動運転車レベル３では一部の自動車専用道路で

意識消失時の対応が可能となっている

• 一般道ではより多面的な事故実態が存在し、

従来以上に新規に開発された高度先進安全技術を

より公平で正しく、より多面的に評価することが

今後益々重要となる
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